レジュメ②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20080424

望月　森田　佐久間

映画「靖国」上映中止問題
【検閲・事前抑制の禁止】
＜検閲の意味―事前抑制との関係
＞

・狭義説　事前抑制とは「表現行為がなされるに先立ち、公権力が何らかの方法でこれを抑制すること、およびこれと実質的に同旨できるような影響を表現行為に及ぼす規制方　法」を言い、それが原則として許されないことは、憲法21条1項の表現の自由の保障自体に由来するが、同条2項で特に禁止される「検閲」は、事前抑制の中で表現の自由に対する抑止的効果の強いもの、すなわち、「表現行為に先立ち行政権がその内容を事前に審査し、不適当と認める場合にその表現行為を禁止する」制度であり、この制度は絶対的に許されない、と主張する説。
・広義説　検閲主体は行政権に限定されず、広く公権力であるとし、この公権力による事前審査はすべて「検閲」であると解し、一定の厳格な要件を充たした、裁判所による事前差止めなど、ごく限られた場合に例外を認める説。その中でも、その事前審査の対象を「思想内容」とする説と、審査対象を広く「表現内容」とし、さらに事前とは厳密な意味での「発表前」ではなく、思想・情報を受ける知る権利の観点から「受領前」をも含むことがあるとする説に大別される。
・判例　　検閲とは、「行政権が主体となって、思想内容等の表現物を対象とし、その全部又は一部の発表の禁止を目的として、対象とされる一定の表現物につき網羅的一般的に、発表前にその内容を審査した上、不適当と認めるものの発表を禁止すること」と定義し、この検閲禁止は絶対的なものであるという立場をとった。
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